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 平成 27 年産米は、１等級比率がコシヒカリで 92.5％、主食用米全体で 93.4％となり、昨年に引き続き高い品質を確

保することができました。特に、昨年の課題であったこしいぶきの品質についても１等級比率 94.5％となり、昨年より 18

ポイント回復しております。一方、作柄については、主食用米全体で出荷契約対比 95.5％（△10,236 俵）であり、特に

コシヒカリについては 92.8％（△8,130俵）と減収が大きくなっています。平成 28年産米においては、引き続き『高品質

米の確保』と『実需者への安定供給』による JA 越後さんとう産米のブランド強化に向けた取り組みが重要となります。 
 

 
 

（１）品質の状況（平成 27年 12月 31日現在） 

① 種類別の品質状況 

 

 

 

 

 

 

 

② コシヒカリ・こしいぶきの品質状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 白未熟粒（乳心白粒）や背白粒の発生要因 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）作柄の状況：JA越後さんとう 

① コシヒカリの収量構成要素等（管内 10地点平均） 

年 産 
㎡穂数 

（本/㎡） 

一穂籾数 

（粒） 

㎡籾数 

（粒） 

登熟歩合 

（％） 

千粒重 

（ｇ） 

精玄米重 

（㎏/10ａ） 

指標値 ３６０ ７８．０ ２８，０００ ８３．０ ２２．０ ５１０ 

Ｈ27 ４２８ ７６．０ ３２，５００ ７０．８ ２３．０ ５０６ 

Ｈ26 ３８０ ８４．１ ３１，８２０ ７２．６ ２２．４ ５０４ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 収量構成要素の概況 
 

   

 

  早生：並                  早生：やや良 

  中生：並        早生：やや多     中生：やや不良 

              中生：やや多～多 

                                    【収量】 

  早生：やや多                早生：やや多         早生：やや良 

  中生：やや多～多    早生：並       中生：並～やや多       中生：やや不良 

              中生：やや少                  【品質】 

                                      早生：並 

                                      中生：並 

                         早生：並 

                         中生：並～やや大 

    

 

 

 コシヒカリについては①籾数過剰、②登熟期前半

の高温、③日照不足が要因と推察される、「心白
．．

粒
．
」による格落ちが全体の約半数を占め、こしい

ぶきでは出穂期以降の高温・多照の影響による

「背白粒
．．．

」の格落ち理由が全体の半数以上を占め

ています。 
 

 その他に、高温・栄養凋落による「除青未熟粒」

や倒伏や早刈りによる「青未熟粒」の混入が依然

として上位を占めています。また、もち品種では

「部分カメ」による格落ちが平年より多くなって

おり、地域やほ場条件・栽培管理状況により品質

格差が大きい状況となっています。 

 

                      27 年産米 総括号  
越後さんとう農業協同組合  

電話番号(0258)41－2887 

1. 平成 27 年産米の品質・作柄概況 

 

 

主食用米全体の 1 等級比率は 93.4％、

加工用米等を含む出荷米全体の 1 等級

比率も 91.9％となっています。 

▶ JA越後さんとう 

種 類 １等級比率 前年産（最終） 

うるち米 ９２．７％ ９０．６％ 

酒 米 ９５．６％ ９７．７％ 

も ち 米 ９１．３％ ９０．１％ 

JA 合計 ９３．４％ ９２．２％ 

 

▶ 新潟県 

種 類 １等級比率 前年産（最終） 

うるち米 ７８．４％ ７５．２％ 

酒 米 ８０．４％ ７５．７％ 

も ち 米 ５７．９％ ６８．３％ 

県 合 計 ７７．５％ ７５．０％ 

※ 酒米：特等を含む 

▶ JA越後さんとう 

品種・地域 １等級比率 前年産（最終） 

コシヒカリ ９２．５％ ９４．５％ 

 寺 泊 ９２．４％ ９３．２％ 

 和 島 ９３．１％ ９６．２％ 

 出雲崎 ９０．２％ ９４．７％ 

 与 板 ９４．３％ ８６．６％ 

 三 島 ８６．８％ ９６．０％ 

 越 路 ９６．３％ ９８．９％ 

こしいぶき ９４．５％ ７６．５％ 

 

▶ 新潟県 

品種・地域 １等級比率 前年産（最終） 

コシヒカリ ７６．２％ ８６．７％ 

 一 般 ７５．２％ ８６．５％ 

 魚 沼 ７８．９％ ９０．０％ 

 岩 船 ６６．５％ ７７．９％ 

 佐 渡 ８６．４％ ８７．５％ 

こしいぶき ８６．８％ ４５．８％ 

 

③ 格落理由ワースト５：JA越後さんとう 

順位 全品種 

  

前年同期 コシヒカリ こしいぶき 

１位 
除青未熟 

２７．４％ 

心白粒 

５０．６％ 

背白粒 

５３．３％ 

心白粒 

６３．２％ 

２位 
心白粒 

２４．４％ 

除青未熟 

２１．１％ 

青未熟粒 

１２．９％ 

除青未熟 

１０．９％ 

３位 
部分カメ 

１３．０％ 

青未熟粒 

１３．９％ 

除青未熟 

１０．２％ 

青未熟粒 

９．６％ 

４位 
青未熟粒 

１２．６％ 

もみ混入 

４．０％ 

心白粒 

８．８％ 

部分カメ 

９．１％ 

５位 
背白粒 

９．９％ 

部分カメ 

３．６％ 

部分カメ 

６．７％ 

もみ混入 

２．６％ 

 

 

俵 

② コシヒカリの収量構成要素 

 

③ コシヒカリの精玄米粒厚分布 

▶ コシヒカリは穂数・籾

数過剰～日照不足によ

る登熟不良が作柄に影

響を及ぼしています。 

⇓ 

中干し開始が遅れたこ

とから、必要以上に穂

数が多くなり、出穂初期

の高温や登熟中後期の

日照不足から、心白粒

の発生を助長したと考

えられます。 

㎡当たり株数 

一株穂数 

㎡当たり穂数 

一穂籾数 

㎡当たり総籾数 

登熟歩合 

精玄米千粒重 

作 柄 

作況指数 【全 国：１００】 

【新潟県： ９７】 

 【中 越： ９７】 
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「心白粒」 

コシヒカリ：２倍に増加 
こしいぶき：大幅に減少 

⇒背白粒は増加 

H２６同様に粒
厚は薄く、網下
は多いが、粒長
は長く千粒重は
重くなった。 

コシヒカリ 

こしいぶき 



 

 

（１）気象的要因 

○ 播種時期（4 月第 2～第 3 半旬）が低温・少照で推移したことから、一部で出芽不良が見られたもの

の、その後は天候も安定し、育苗障害は少ない ⇒ 苗質：並 

○ 5/13の強風の影響で植え傷みが見られるほ場もあったが、田植え後（5月第 2～第 5半旬）の好天に

より活着が進んだ ⇒ 活着：やや良、初期生育：並 

○ 5月第 5半旬～6月第 2半旬の高温・多照 ⇒ 出葉速度：早（指標値より 1葉程度早く推移）、分げつ：旺盛 

⇒ 最高分げつ期の稲姿は、草丈：やや短～並、茎数：やや多、葉色：やや淡 

○ 7月第 2半旬（幼穂形成期）から出穂期にかけては高温・多照で推移 

⇒ 穂肥時期の稲姿は、草丈：やや短～並、茎数：多、葉色：やや淡 

◎ 8 月第 1 半旬～第 3 半旬（8/12）までの高温【最高気温：32.3℃（平年差：＋1.1℃）、平均気温：

27.9℃（平年差：＋1.5℃）】⇒ 早生：背白粒、コシヒカリ：心白粒の発生を助長 

◎ 8 月第 3 半旬（8/13）～第 6 半旬の低温・少照（平年比：50％） 

9 月第 1半旬～第 3半旬の低温・少照（平年比：54％） 

⇒ コシヒカリの登熟歩合が大きく低下し、収量はやや不良となった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）栽培上の問題点 

◎「早すぎる播種・ハウス温度管理の不徹底」･･･徒長・老化、病害発生による苗質不良 

◎「中干し開始の遅れ」･･･生育調節が不十分 → 穂数（籾数）過剰・倒伏・紋枯病の発生を助長 

○「中干し終了～水管理」･･･長期間中干しをしていたほ場は、その後の好天も重なり、急激な葉色低下

が散見され、水管理についても高温時に水がかかっていないほ場も散見された 

○「早刈り」･･･日照不足により登熟が緩慢 → 青未熟粒・除青未熟の混入、収量低下 

○「雑草の多発生」･･･ほ場条件不良（不均平、水持ちが悪い）、初中期一発除草剤の散布遅れ（取りこ

ぼし）、過度な疎植、除草剤散布時・散布後の水管理不良（散布時の水深不足、散布後の入水・落水）、

ワキ・アオミドロの早発・多発や除草剤散布後の気象条件（強風・降雨等）による除草剤の拡散・定

着阻害、強すぎる中干しによる除草剤処理層の早期崩壊 

○「病害虫の発生」･･･カメムシ被害の拡大（もち品種） → 雑草管理（本田内・農道畦畔等）・粒剤防

除の不徹底、イナゴ被害の拡大、紋枯病の発生（→ 土壌等で越冬）、ごま葉枯病の蔓延～拡大 

 

 

 

平成 27年産米については、①「登熟初期の高温」と②「登熟期

間の日照不足による登熟不良」から、品質・作柄を落とす結果

となりました。近年は稲作期間全般が高温傾向にあり、 

『“気象変動に強い米づくり”→“安定生産”（高品質・安定収量の確保） 

に向けた栽培技術の実践』が最重要の課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 平成 27 年産米の品質・作柄要因 

3. 平成 28 年産米：品質向上対策 

①  
②  

が品質・作柄に大きく影響しています。 
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強風の影響による

植え傷みが発生 

8 月第 3半旬（8/13）～9

月第 4 半旬まで平年より

気温が低い 

 

日照多い 

平年比 127％ 

コシヒカリの出穂直後に高温条件 
が重なり、高温障害のリスク高まる 
最高気温：32.3℃（平年差＋1.1） 
平均気温：27.9℃（平年差＋1.5） 

登熟後期に降水量多い 

8 月第 6 半旬 

  ～9 月第 2 半旬 

平年比 180% 

 

 

～～営農情報のお問い合わせは、お気軽に最寄りの営農センターへ～～ 

平成 28年度も『高品質米・安定収量』の確保に向けて、引き続きご協力をお願いいたします！！ 

最高気温 

平均気温 

最低気温 

適正な作業計画 ⇒ 適期田植えの実践 

健  苗  育  成 ⇒ 弁当肥・良質茎の確保 

適 期 中 干 し ⇒ 適正生育量の確保 

的 確 な 穂 肥 ⇒ 後期栄養の確保 

適  正  防  除 ⇒ 病害虫発生密度の低減 

 

①技術情報を適期に配信 

（緊急情報・気象情報） 

②重点的な現場指導 

（各種指導会の開催等） 

③地域部会ごとの取組体制 

（研修会や部会活動） 

④病害虫情報の配信 

（予察調査結果の共有） 

 

日照少ない 

登熟に大きく

影響 

平年比 50％ 

梅雨入り：6/19（平年 6/12） 

梅雨明け：7/21(平年 7/24) 

  

出穂後の降水量少ない 

8 月第 1 半旬 

   ～第 5 半旬 

  平年比 39% 

 

高温多照により雑

草、ワキの発生がや

や早い 

 
 

 

①老化苗・徒長苗 早すぎる播種、温度管理の不徹底 

②茎数・籾数過剰 中干しの開始遅れ 

③斑点米カメムシ 雑草管理、防除の不徹底 

 

 

 

⓵適正な作業計画 品種特性に合わせた作業計画の策定 

⓶健  苗  育  成 弁当肥の施用による活着促進、良質茎の確保 

⓷適 期 中 干 し 田植後 30 日を目安とした生育調整（制御） 

⓸適 正 な 穂 肥 生育診断（草丈・葉色）、気象等に合わせて 

⓹適  正  防  除 病害虫（ｶﾒﾑｼ・紋枯病等）の発生密度の低減 

 

 

 


